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今
日
あ
る
の
は
福
岡
女
子

大
で
学
ん
だ
か
ら
な
の
よ
ね
。｣

Ｈ
��
年
度
の
あ
る
支
部
総
会
で

の
先
輩
の
言
葉
で
す
。
支
部
総

会
で｢

大
学
の
現
状｣

を
お
話

し
た
後
の
懇
談
会
で
聞
き
ま
し

た
。｢

大
学
で
、
学
ん
だ
学
問
が

す
ぐ
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い

け
れ
ど
、
地
に
足
を
つ
け
て
生

き
る
基
本
の
よ
う
な
も
の
を
学

ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。｣

と
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
女
子
大
学
は
、
��
年
の

歴
史
の
中
で
、
そ
の
時
代
が
求

め
る
女
性
―
あ
る
と
き
は｢

男

女
平
等｣

を
勝
ち
取
る
た
め
に
、

あ
る
時
は｢

女
性
の
地
位
向
上｣

に
実
力
発
揮
―
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
��
世
紀
。
新
生
福
岡

女
子
大
学
、｢

次
代
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る｣

を
理
念
の
も

と
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
果
は
す
ぐ
に
出
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
際
性
豊
か

な
女
性
が
育
つ
予
感
が
し
ま
す
。

同
窓
会
も
��
年
の
歴
史
の
中

で
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
し
っ

か
り
と
守
り
な
が
ら
も
、｢

時

代
に
合
わ
せ
て
変
え
る
べ
き
と

こ
ろ
は
変
え
る｣

柔
軟
さ
で
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。さ

て
Ｈ
��
年
度
の
会
務
の
力

点
は
、

・
留
学
生
と
の
交
流

｢

日
本
の
新
年
を
知
っ
て
も

ら
う
ホ
ー
ム
ス
テ
イ｣

を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
５
面
に
掲
載
。

・
生
涯
学
習
事
業

生
涯
学
習
部
が
大
学
の
事
業

に
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
。

��
月
に
は
秋
枝
蕭
子
先
生
、

１
月
に
は
高
樹
の
ぶ
子
氏
の
講

演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
��
年
度
は
、
長
崎
支
部
と

の
交
流
で
し
た
。
Ｈ
��
年
度
は
、

北
九
州
支
部
と
の
交
流
で
す
。

多
く
の
会
員
の
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
、
ホ
ー

ム
・
カ
ミ
ン
グ
・
デ

イ
と
し
て｢

卒
業
生

が
学
校
と
繋
が
る
、

大
学
に
目
を
向
け
関

心
を
持
つ
、
教
育
を

見
守
る
、
何
か
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す｣

こ
と
を
目
的
に
行
事

に
出
席
を
求
め
て
い

ま
す
。｢

開
学
記
念

の
日｣

｢

大
学
と
の

交
流｣

｢

か
す
み
祭｣

(

４
面
に
掲
載)

に

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

▼｢

宮
内
先
生
で
す
よ
ね
？｣

教
職
員
を
対
象
に
し
た
染
色
講

習
会
で
の
思
わ
ぬ
出
会
い
。
女

子
大
で
の
染
色
の
講
義
は
難
し

く
て
ち
ょ
っ
と
苦
手
だ
っ
た
け

ど
、
卒
業
し
て
十
数
年
後
に
習
っ

た
草
木
染
め
は
衝
撃
的
で
し
た
。

▼
植
物
を
煮
出
し
た
染
液
に
充

分
浸
し
、
媒
染
剤
に
つ
け
た
瞬

間
に
色
が
現
れ
る
と
き
は
、
ぞ

く
っ
と
す
る
ほ
ど
の
感
動
で
す
。

そ
の
後
、
せ
い
た
か
あ
わ
だ
ち

そ
う
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ヨ

モ
ギ
、
玉
ね
ぎ
…
と
い
ろ
い
ろ

な
植
物
を
た
め
し
、
仲
間
で
染

め
合
っ
た
り
、
地
域
開
放
講
座

で
染
色
教
室
を
し
た
り
、
そ
の

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
▼
染
織
家
志
村
ふ
く

み
さ
ん
は｢

植
物
の
い
の
ち
を

い
た
だ
く｣

と
言
わ
れ
ま
す
。

桜
は
花
が
咲
く
前
の
枝
で
染
め

る
と
美
し
い
ピ
ン
ク
に
染
ま
る

そ
う
で
す
。
寒
い
冬
に
蓄
え
た

命
そ
の
も
の
の
色
と
い
え
そ
う

で
す
。
夏
、
道
ば
た
の
草
木
を

覆
う
葛
の
葉
は
初
夏
に
染
め
る

と
、
み
ず
み
ず
し
い
み
ど
り
に

な
り
ま
す
が
、
秋
の
終
わ
り
に

染
め
る
と
、
茶
色
っ
ぽ
く
な
り

ま
す
。
植
物
の
命
を
感
じ
る
時

で
す
。
▼
草
木
染
め
の
布
同
士

組
み
合
わ
せ
て
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

を
す
る
と
、
不
思
議
と
調
和
し

ま
す
。
自
然
の
力
で
し
ょ
う
か
。

▼
染
め
る
こ
と
も
作
品
を
つ
く

る
こ
と
も
と
て
も
楽
し
い
作
業

で
す
。
そ
の
と
き
物
作
り
に
と

ら
わ
れ
て
い
く
私
が
い
ま
す
。

(

宮
内
先
生
は
平
成
��
年
９
月
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。)

二
羽
喜
代
美(

大
��
被)

長
崎
支
部

波

紋
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総
会
は
５
月
��
日	

日


西
鉄

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
���
名
出
席

の
も
と
、
開
か
れ
た
。

開
会
の
言
葉
、
物
故
者
へ
の

黙
祷
に
続
き
、
山
本
会
長
か
ら

事
務
局
移
転
の
件
、
生
涯
学
習

講
座
や
国
際
化
交
流
な
ど
大
学

の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
た

こ
と
の
報
告
、
年
次
会
費
納
入

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

議
事

１
、
平
成
��
年
度
事
業
報
告

か
す
み
祭
に
あ
わ
せ
た
同
窓

生
ツ
ア
ー
の
実
施
、
名
簿
発

行
委
員
会
の
発
足
と
活
動
に

つ
い
て

２
、
平
成
��
年
度
会
計
決
算
報

告年
次
会
費
納
入
は
同
窓
生
の

��
％

＊
東
日
本
震
災
へ
の
寄
付
金
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
同

窓
会
と
法
人
の
会
計
が
別
で

あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

監
査
報
告
の
後
、
１
、
２
を

拍
手
で
承
認
。

３
、
役
員
改
正

選
考
委
員
長
よ
り
、
４
名
の

新
理
事
の
推
薦
が
あ
り
、
拍

手
で
承
認
。

４
、
平
成
��
年
度
事
業
計
画
案

か
す
み
祭
へ
の
参
加
、
留
学

生
と
の
交
流(

ホ
ー
ム
ス
テ

イ)

、
自
由
講
座
の
協
賛
、

名
簿
発
行
。

５
、
平
成
��
年
度
予
算
案
審
議

生
涯
学
習
、
か
す
み
祭
、
国

際
交
流
の
新
規
事
業
予
算
と

し
て
��
万
円
を
計
上
。

４
、
５
、
を
拍
手
で
承
認
。

続
い
て
、
国
際
化
推
進
セ
ン

タ
ー
の
亀
石
氏
よ
り
、
寄
付
金

は
学
生
の
海
外
語
学
研
修
の
際

に
役
立
っ
て
い
る
と
の
お
礼
の

言
葉
が
あ
っ
た
。

山
本
会
長
よ
り
支
部
長
及
び

来
年
度
当
番
学
年
が
紹
介
さ
れ

た
。

平
成
��
年
度
学
校
法
人

筑
紫
海
学
園
報
告

上
村
理
事
長
よ
り
、
幼
稚
園

の
閉
園
、
備
品
寄
贈
、
山
荘
跡

地
売
却
、
震
災
寄
付
、
記
念
碑

の
建
立
の
報
告
が
あ
り
、
除
幕

式
の
模
様
が
ス
ラ
イ
ド
写
真
で

紹
介
さ
れ
た
。

閉
会
の
言
葉
で
無
事
に
終
了
。

演
奏
会

『

ギ
タ
ー
デ
ュ
オ

カ
ノ
ン』

大
場
篤
子
さ
ん

(

大
��
英)

と
小
宮
伸
子
さ
ん
が｢

心
に
響

く
音
楽｣

を
演
奏
さ
れ
た
。

懇
親
会

梶
山
学
長
の
開
学
記
念
式
典
、

大
学
の
現
状
に
つ
い
て
の
お
話

の
後
、
女
専
の
方
へ
花
束
贈
呈
。

森
永
泰
子
顧
問
が
乾
杯
の
音
頭

を
と
ら
れ
、
最
後
に
校
歌
を
斉

唱
し
閉
会
し
た
。

(

６
面
に
会
計
報
告
を
掲
載)�����

総
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆

様
に
は
、
ご
多
用
の
中
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

予
定
通
り
の
参
加
者
の
出
席
を

得
て
始
め
る
こ
と
が
出
来
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
進
行
し

終
了
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
複
数
回
の

会
合
を
重
ね
、
準
備
を
し
て
参

り
ま
し
た
。
行
き
届
か
な
い
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
実
行
委
員
会
に

対
し
て
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
会
長
を
始
め
、
役
員
の
皆
さ

ん
、
筑
紫
海
会
事
務
局
の
方
々
、

そ
し
て
、
実
行
委
員
と
し
て
、

ご
多
用
の
中
、
準
備
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
総

会
当
日
、
議
長
等
の
役
割
を
努

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
会
当
番
を
終
え
て

当
番
委
員
長

江
島

玲
子

(

大
21
食)

������

��	
�
�


���������	�
����


��
��

��������������

���������	


会費：�
���円
新会員(��年卒業生)は�
���円

当番：大学��・��・��・��・��回生

＊会場が変更になっておりますので
ご注意ください｡

詳細は５月発行の��号をご覧ください｡
多くの会員の皆様のご参加を
お待ち致しております｡

北九州支部とのタイアップ企画で
同窓生ツアーを行います｡
多くの方のご参加をお待ちしています｡

� � �������������������
�集合時間 �：��

�集合場所 小倉駅新幹線口向い���ビル前
�スケジュール
����小倉第一工場 (ウォシュレットが機械遺産に指定)
歴史資料館見学→平尾台自然の郷にて老舗料亭の
お弁当で昼食→無法松酒造見学

�参加費 �
���円 (弁当代含む､ 集合場所までは自己負担)

����� 
�	
��� �

申し込みは､ 住所・氏名・卒業年次・勤務先を明記
の上､���・ハガキ・メールで事務局(６面参照)へ
☆見学者名簿を事前に����に提出します｡
参加希望者には後日詳細をお知らせします｡
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�第��号����� ������年(平成��年)��月�日

４
月
��
日(

日)

大
学
会
館

に
お
い
て
、
開
学
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
��
年
に
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
本
学
の
教
育
の
理

念
を
広
く
周
知
し
、
地
域
の
方
々

の
理
解
を
得
る
こ
と
、
ま
た
同

窓
会
・
大
学
関
係
者
等
が
連
携

し
て
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
行
事
と
し

て
、
初
の
開
催
で
す
。｢

ホ
ー

ム
・
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ィ｣

と
し

て
、
第
１
回
目
の
開
催
は
、
多

く
の
来
賓
の
方
々
と
、
同
窓
会

関
係
者
や
学
生
等
約
���
名
の
出

席
を
受
け
、
盛
大
な
式
と
な
り

ま
し
た
。

第
１
部
は
、
大
正

��
年
に
全
国
初
の
公

立
女
子
専
門
学
校
と

し
て
開
校
さ
れ
た
大
学
の
歴
史

を
振
り
返
る
貴
重
な
映
像
と
と

も
に
始
ま
り
ま
し
た
。
来
賓
挨

拶
に
続
い
て
梶
山

学
長
よ
り
、

現
状
と
将

来
構
想
に

つ
い
て
の

説
明
。
ま

た
麻
生
前

知
事
に
よ

る
基
調
講
演

で
は
、｢

福
岡
女

子
大
へ
の
大
い
な

る
期
待｣

を

込
め
た
熱

い
語
り
に

聴
き
入
り

ま
し
た
。

そ
の
後
教

職
員
・
学

生
の
表
彰
と

筑
紫
海
会
旧
会
長

へ
の
感
謝
状
授
与
等
が
行
わ
れ
、

最
後
は
校
歌
斉
唱
で
閉
式

と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
第
２
部
と
し
て
、

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演

奏
の
中
、
学
校
法
人
筑
紫

海
学
園
よ
り
贈
呈
の
記
念

像(

文
化
勲
章
受
章
者

中
村
晋
也
氏
作

｢

命
よ｣)

の
除

幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

福岡女子大学国際化推進センター長

向 井 剛

本学の国際化推進基金へ多くの御寄付を頂き､ 誠にあ
りがとうございます｡ ご存知の通り本学は現在､ 大学の
国際化に取り組んでおります｡ 国際化推進基金を活用し
て実施いたしております海外語学研修等及び交換留学は
その中核をなすものです｡ 平成��年度の１年間に､ 海外
語学研修等１か月未満のプログラムへ���名､ 半年から
１年間現地で学ぶ交換留学へ��名の学生を派遣いたしま
した｡ (下図派遣先一覧参照)
本学の海外語学研修には､ 将来の自分自身と国際社会

との関わりを理解し､
何を在学中に学ばねば
ならないかに ｢気付く｣
仕組みを複数導入いた
しております｡ また､
語学研修に参加した学
生が､ その後半年から
１年間の交換留学を希
望するケースも多く見
られます｡ 学生たちが､
語学研修から交換留学
へと歩みを重ねながら､
国際的感性を備えた次
代の女性リーダーへと
成長してゆくことが期
待されています｡
私ども教職員一同今
後も､ 本学の国際化に
取り組んでまいります｡
皆様におかれましては､
引き続き､ 本学の国際
化にご理解・ご支援を
賜りますようお願い申
し上げます｡

＜派遣先一覧＞

交換留学(11名)

語学研修等(119名)

国 名 大 学 名 派遣者数
スウェーデン ル ン ド 大 学 ３
ベ ル ギ ー ルーバン・カトリック大学 ３
大 韓 民 国 梨花女子大学 ２
中 国 同 済 大 学 ２
デンマーク コペンハーゲン大学 １

合 計 11

�������です｡ 今年度から筑紫海会と大学共催で特別講演会を開くことに
なりました｡ その第一弾として､ 秋枝先生と､ 作家の高樹のぶ子氏の講演会を開き
ます｡ 二つの講演とも､ 貴重な機会です｡ ぜひ､ ご参加下さい｡ 参加費無料｡
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先生は､ 女性学の草分け的存在として活躍をされ､ 女子大
で38年間教鞭をとられました｡ 今年92歳をお迎えになりまし
たが､ かくしゃくとしたお姿で､ 昨年のラジオ深夜便 (ＮＨ
Ｋ平成23年６月20日・21日放送) では､ 大きな反響を呼びま
した｡ 今回は､ 先生の人生を振り返りながら､ ｢後に続く女
性｣ のためにエールを送って下さいます｡
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大学を飛び出して､ 天神で開催します｡
福岡市在住の高樹氏は､ 芥川賞を始め､ 川端康成文
学賞など多数受賞｡ 日本を代表する作家です｡ 今回
は､ アジア10ヶ国を周られた体験を元に､ ｢アジア
へのまなざし｣ を熱く語って頂きます｡ お手持ちの
本にサインをして頂けます｡(事前予約して下さい｡)
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回 日程 テーマ 講 師

１ 11／15
(木) ｢中国現代文学と九州 －郭沫若の例を中心に－｣ 武 継平

(福岡女子大学教授)

２ 11／22
(木) ｢中国の人口政策とその問題点｣ 尹 豪

(福岡女子大学教授)

３ 11／29
(木) ｢グローバル化時代における中国経済｣ 張 艶

(福岡女子大学准教授)

回 日程 テーマ 講 師

１ 11／10
(土)

｢平氏政権とはいかなる性格のものか？
－武家政権誕生への道のり－｣

渡邉 俊
(福岡女子大学講師)

２ 11／17
(土) ｢平氏の滅亡と祈り －政治と鎮魂との関係－｣ 渡邉 俊

(福岡女子大学講師)

３ 11／24
(土) ｢平家文化圏を考える１｣ 今井 明

(福岡女子大学教授)

４ 12／１
(土) ｢平家文化圏を考える２｣ 今井 明

(福岡女子大学教授)

５ 12／８
(土) ｢天草版平家物語を読み解く｣ 坂本 浩一

(福岡女子大学准教授)
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詳細につきましては､ 支部長・
クラス委員の方々を通じてご連絡
させていただきます｡

)*�+,-

)**+���,-	&'(
(公)福岡女子大学は､ ����年４月の福
岡県立女子専門学校の創立から数えて､
来る����年に創立���周年を迎えること
となります｡ これに係わる記念事業推進
のためのワーキングチーム (準備室) を
発足いたしました｡
今後､ 百年史編纂を含む種々の事業を
実施してまいりますので､ 同窓生・卒業
生の皆様のご協力をどうぞよろしくお願
い申し上げます｡
/0
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福岡女子大学 経営管理部 総務班
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� 第��号����� �� ����年(平成��年)��月�日

私
が
初
め
て
筑
紫
海
会
近
畿

支
部
総
会
に
参
加
し
た
の
は
、

���
年
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
時
で
し
た
。
は

じ
め
て
女
専
の
大
先
輩
方
に
お

会
い
し
て
、
そ
の
存
在
感
に
は

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
先
輩
方
は

凛
と
し
素
晴
ら
し
い
オ
ー
ラ
を

放
た
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

時
、
大
学
で
教
鞭
を
取
ら
れ
て

い
た
女
専
��
文
の
西
山
美
瑳
子

先
生
の
お
話
を
拝
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

☆

☆

���
年
阪
神
淡
路
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
た
折
、
筑
紫
海
会
か
ら

お
見
舞
い
の
お
電
話
を
受
け
、

そ
の
後
お
見
舞
い
金
ま
で
い
た

だ
き
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
私

の
住
む
神
戸
市
西
区
は
被
害
が

少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
水
道

が
止
ま
り
、
心
の
奥
は
不
安
と

動
揺
で
一
杯
で
し
た
。
そ
ん
な

時
の
先
輩
方
か
ら
の
お
心
遣
い

に
は
ど
れ
ほ
ど
救
わ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
当
時
お
世
話
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
は
大
変

な
ご
苦
労
を
な
さ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
筑
紫
海
会
と
い
う

同
窓
会
の
大
き
な
絆
を
感
じ
ま

し
た
。

☆

☆

���
年
神
戸
の｢

六
甲
荘｣

で

友
人
と
二
人
で
総
会
の
当
番
を

務
め
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
は
京

都
地
区
の
当
番
で
目
加
田
先
生

を
お
招
き
し
て｢

京
都
花
や
し

き
浮
船
園｣

で
開
催
し
、
例
年

よ
り
大
勢
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
京
都
、
奈
良
、
神

戸
地
区
で
の
総
会
当
番
で
し
た

が
、
���
年
か
ら
そ
の
時
還
暦
を

迎
え
た
学
年
が
お
世
話
を
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
私
た
ち
の
学
年
で｢

琵
琶

湖
ホ
テ
ル｣

で
開
催
し
ま
し
た
。

���
年
京
都
の｢

が
ん
こ
高
瀬
川

二
条
苑｣

の
総
会
の
と
き
大
��

栄
養
の
若
い
後
輩
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
大
�	
被
の
現
役

の
高
校
の
先
生
の
教
え
子
で
、

支
部
総
会
で
の
恩
師
と
の
再
会

だ
っ
た
の
で
す
。
筑
紫
海

会
の
中
で
の
師
弟
関
係
の

目
撃
者
と
な
り
、
と
て
も

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な

世
代
の
方
と
の
新
し
い
出

会
い
が
あ
る
の
も
こ
の
会
の
大

き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

☆

☆

今
年
は
交
通
の
便
利
な｢

ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ア
大
阪｣

で
開

催
し
、
プ
ロ
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手｢

�
�



｣

さ
ん
を
迎
え
、

皆
さ
ん
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
名

な｢

愛
の
讃
歌｣

等
々
、
面
白

い
お
し
ゃ
べ
り
を
交
え
て
の
��

分
間
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
堪
能
し
ま

し
た
。

皆
勤
の
大
先
輩
の
垣
内
さ
ん

(

女
専
��
家)

は
今
年
も
お
元

気
に
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
以
前
、
元
気

の
秘
訣
は
？
と
お
伺
い
し
た
ら
、

｢

朝
食
、
昼
食
を
し
っ
か
り
食

べ
、
夕
食
は
軽
め
に
し
、
く
よ

く
よ
せ
ず
に
暮
ら
す
こ
と
で
す｣

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

同
窓
会
の
あ
り
方
が
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
今
、
毎
年
還
暦

を
迎
え
た
同
窓
生
が
総
会
の
世

話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ

の
根
底
に
は
同
じ
女
専
・
女
子

大
を
出
て
、
こ
の
近
畿
に
住
ま

い
、
そ
し
て
脈
々
と
筑
紫
海
会

を
引
き
継
い
で
き
た
絆
が
強
く

大
き
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。
来

年
は
一
人
で
も
多
く
の
筑
紫
海

会
会
員
が
出
会
う
近
畿
支
部
総

会
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

毎年､ 各地域で支部総会が開催され
ます｡ 今回は３支部会の様子をご寄稿
いただきました｡
会員の皆様､ どうぞ､ お気軽に､ お
近くの支部会へご参加下さい｡

(各支部連絡先は６面参照)������

山
口
支
部
は
県
内
を
下
関
・

宇
部
・
山
口
・
周
南
・
岩
国
の

５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
地

区
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
��

年
度
に
会
則
の
改
定
を
行
い
、

２
年
ご
と
に
持
ち
回
り
で
、
支

部
長
・
会
計
・
広
報
を
担
当
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
山

口
ブ
ロ
ッ
ク
の
当
番
で
す
。

☆

☆

７
月
１
日
、
本
部
よ
り
山
本

津
弥
子
会
長
を
お
迎
え
し
、
会

員
��
名
の
出
席
に
て
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
長
は
大
き
く

様
変
わ
り
し
た
大
学
の
様
子
と

そ
れ
に
伴
い
同
窓
会
の
役
割
に

も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
、
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
中
沢
妙
子
様
に

よ
る
講
演『

秋
吉
台
に
魅
せ
ら

れ
て』

秋
吉
台
に
年
間
���
日
以

上
通
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
期
の

記
録
を
さ
れ
、
撮
り
た
め
た
写

真
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら
、

野
の
花
の
魅
力
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
何
事
も
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
昼
食
後
は
、
歴
史

の
町
防
府
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

観
光
。
毛
利
藩
の
公
館
で
国
指

定
の
史
跡｢

英
雲
荘｣
と
、
東

大
寺
別
院｢

阿
弥
陀
寺｣
の
二

ケ
所
。｢

阿
弥
陀
寺｣

は
、
あ

じ
さ
い
寺
と
親
し
く
呼
ば
れ
て

お
り
、
本
堂
ま
で
の
長
い
石
段

を
ち
ょ
っ
と
盛
り
過
ぎ
の
あ
じ

さ
い
を
眺
め
な
が
ら
、
皆
様
健

脚
コ
ー
ス(

？)

で
参
拝
。
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
中
で
も
お
し
ゃ

べ
り
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

☆

☆

今
回
周
り
の
方
々
の
サ
ポ
ー

ト
で
無
事
総
会
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
企
画
を
練
っ

た
り
、
下
見
に
回
っ
た
り
と
、

こ
の
三
ヶ
月
総
会
に
向
け
て
準

備
し
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い

し
た
方
と
も
、
も
う
数

十
年
来
の
知
己
の
よ
う

で
す
。
同
じ
学
窓
に
学

ん
だ
と
い
う
つ
な
が
り

に
不
思
議
な
縁
を
感
じ

ま
す
。

な
お
、
現
在
把
握
し

て
い
る
支
部
会
員
は
、

���
名
で
す
。
構
成
と
し

て
は
、
女
専
の
方
��
名
、

大
学
��
回
生
ま
で
��
名
、

そ
れ
以
降
は
��
名
で
、

今
年
度
は
、
山
口
県
内

の
高
校
か
ら
の
入
学
生

は
い
な
い
と
か
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
会
員
の

方
々
が
気
楽
に
参
加
で
き
る
会

に
し
た
い
と
、
役
員
一
同
思
っ

て
い
ま
す
。
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辺
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子
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佐
賀
支
部
で
は
、
総
会
と
親

睦
会(

従
来
は
日
帰
り
旅
行
が

主)

を
隔
年
で
行
い
、
総
会
の

年
に
会
報
の
発
行
と
役
員
の
交

代
を
し
ま
す
。
役
員
は
学
年
に

よ
る
輪
番
制
で
、
人
数
に
よ
っ

て
、
単
学
年
か
複
数
学
年
で
担

当
し
ま
す
。

今
年
は
総
会
の
年
で
、
去
る

６
月
９
日(

土)

、
佐
賀
市
の

老
舗
旅
館｢

あ
け
ぼ
の｣

に
お

い
て
、
��
名
の
出
席
で
開
催
し

ま
し
た
。
本
部
よ
り
山
本
会
長

が
出
席
さ
れ
、
女
子
大
の
現
況

や
、
同
窓
会
を
活
性
化
し
て
い

く
新
し
い
企
画
等
に
つ
い
て
お

話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
今
年
は

格
別
討
議
す
べ
き
提
案
も
な
く
、

規
定
通
り
の
活
動
・
会
計
報
告
・

役
員
交
代
と
滞
り
な
く
議
事
が

終
了
し
た
後
、
講
演
会
に
移
り

ま
し
た
。

演
題
は『

青
木
繁
と
佐
賀』

、

講
師
の
金
子
剛
氏
は
、
画
家
で

青
木
繁(

１
８
８
２
〜
１
９
１

１)

の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ

ま
す
。
青
木
繁
は
晩
年
佐
賀
に

滞
在
し
て
お
り
、
彼
が
描
い
た

と
見
ら
れ
る
、
そ
の
頃
の
恋
人

の
肖
像
画
が
、
昨
年
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
佐
賀
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、

同
郷
の
久
留
米
出
身
の
画
家
坂

本
繁
二
郎
と
比
較
し
な
が
ら
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
、

青
木
繁
の
人
物
像
を
生
き
生
き

と
描
き
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
記
念
写
真
を
撮
っ

て
懇
親
会
へ
。

佐
賀
支
部
で
は
、
��
歳
以
上

の
出
席
者
に
記
念
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
前
回
は
レ
タ
ー
セ
ッ

ト
、
今
回
は
ガ
ー
ゼ
の
マ
フ
ラ
ー

を
４
人
の
方
に
贈
り
ま
し
た
。

最
高
齢
の
秀
島
さ
ん
が
、
お
礼

の
言
葉
と
と
も
に
、
先
輩
と
の

つ
な
が
り
に
助
け
ら
れ
て
頑
張

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
思
い

出
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
��
歳
と

は
思
え
な
い
、
は
っ
き
り
と
、

よ
く
通
る
声
で
、
滔と

う

々と
う

と
話
さ

れ
る
姿
は
す
ば
ら
し
く
、
私
た

ち
も
元
気
に
年
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
励
ま
さ
れ
た
気
が
し
ま

し
た
。
同
窓
会
の
良
さ
は
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

佐
賀
支
部
の
会
員
���
名
中
、

会
費
納
入
者
３
割
、
総
会
出
席

者
１
割
。
同
窓
会
に
関
心
の
な

い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
今
、

多
く
の
人
を
引
き
付
け
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
課
題

で
す
。
人
と
人
と
の
関
わ
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ

と
続
く
絆
を
大
切
に
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
	


�
�
�

築
田

正
子

(

大
11
国)

�
�
�
�
�
�
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�第��号����� ������年(平成��年)��月�日

今
報
で
は
記
念

像
除
幕
式
と
そ
の

後
の
解
散
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を

お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

除
幕
式
に
つ
い

て
は
、
本
年
２
月

に
梶
山
学
長
よ
り

第
１
部
で
、
福
岡

女
子
大
学
開
学
記

念
と
同
窓
生
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

を
４
月
��
日(

日)

に
行
う
の
で
、
第

２
部
と
し
て
除
幕

式
を
行
っ
て
は
ど

う
か
と
の
ご
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
法
人
理
事
会

と
し
て
は
、
早
く

か
ら
開
学
記
念
日
に
合
わ
せ
て

行
い
た
い
と
、
考
え
て
お
り
ま

し
た
の
で
あ
り
が
た
く
ご
配
慮

を
お
受
け
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
こ
の
日
は
数
日
前
か
ら
、
雨

ま
た
は｢

春
の
嵐｣

と
の
予
報

で
し
た
。
当
日
は
早
朝
か
ら
暗

く
雨
、
し
か
し
、
除
幕
の
始
ま

る
��
時
頃
は
日
射
し
が
出
て
、

絶
好
の
除
幕
式
日
和
と
な
り
ま

し
た
。

１
部
に
ご
出
席
の
麻
生
前
知

事
、
海
老
井
副
知
事
や
県
議
の

ご
臨
席
と
共
に
��
人
余
の
同
窓

生
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
参
列
と

な
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
私(

上
村)

が
記

念
像
建
立
に
至
る
経
緯
を
述
べ
、

除
幕
し
立
像
の
披
露
の
後
、
梶

山
千
里
学
長
と
制
作
者
中
村
晋

也
氏
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
に
は
紅
白
の
お

祝
い
饅
頭
を
用
意
し
ま
し
た
。

ご
出
席
の
同
窓
生
方
々
か
ら

｢
女
子
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
像

で
、
す
ば
ら
し
い
！｣

、｢

よ
く

や
っ
た
！｣
と

あ
り
が
た
い
数
々

の
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

記
念
像
の
台

座
表
面
に
題
名

｢�
���	�	�

命
よ｣

、
裏
面
は

左
記
の
よ
う
に
銘
記
し
ま
し
た
。

記
念
像
は
平
成
�

年
度
筑
紫
海

会
総
会
に
お
い
て
大
学
へ
贈
呈

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
廃
止
許
可(

Ｈ
��
・

３
・
��)

後
、
４
月
５
日
に
宮

城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
へ
の

備
品

(

ピ
ア
ノ
３
台
を
含
む)

を
発
送
し
、
６
月
�

日
に
は
福

島
県
の
幼
稚
園
に
も
送
り
出
し

を
し
ま
し
た
。
福
島
で
は
園
児

の
戸
外
活
動
が
限
ら
れ
、
そ
の

た
め
室
内
教
材
の
ご
要
望
に
添

う
も
の
で
し
た
。

次
々
と
追
わ
れ
る
よ
う
に
事

項
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
が
、

次
は
福
岡
女
子
大
学
か
ら
の

｢

土
地
賃
貸
者
契
約
の
解
除｣

の
期
日
が
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

園
舎
を
解
体
し
、
原
状
回
復
の

上
、
土
地
を
返
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
期
日
は
��
月
末

ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
舎

を
解
体
す
る
に
は
同
窓
会
の
事

務
局
と
学
校
法
人
筑
紫
海
学
園

の
事
務
局
を
移
転
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
大
学
の
近
く
に

物
件
を
さ
が
し
ま
し
た
が
、
賃

料
、
駐
車
場
の
件
で
難
航
し
ま

し
た
。
５
月
中
旬
に
な
り
再
び
、

大
学
に
貸
し
て
頂
け
る
部
屋
の

お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
数
日

後
、
図
書
館
長
室
を
貸
し
て
も

良
い
と
の
返
事
を
頂
き
、
一
挙

解
決
し
ま
し
た
。
学
校
法
人
筑

紫
海
学
園
は
や
が
て
解
散
し
ま

す
の
で
、
大
学
と
の
賃
貸
契
約

は
同
窓
会
筑
紫
海
会
名
義
と
し
、

進
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
経

費
は
応
分
に
分
担
し
、
両
事
務

局
は
７
月
３
日
に
引
っ
越
し
を

終
了
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
法
人
事
務
局
は
同
窓
会
の
事

務
局
と
同
じ
大
学
図
書
館
内
に

あ
り
、
電
話
番
号
は
こ
れ
ま
で

の
筑
紫
海
会(

０
９
２
‐
６
７

１
‐
６
３
６
０)

に
統
合
さ
れ

ま
し
た
。

６
月
に
入
り
園
舎
の
解
体
は

３
業
者
か
ら
見
積
り
を
取
り
、

６
月
��
日
に
業
者
決
定
を
し
ま

し
た
。
は
か
ら
ず
も
現

在
大
学
の
体
育
館
を
解

体
し
て
い
る
同
一
業
者

で
し
た
。
７
月
��
日
、

園
舎
解
体
の
着
工
で
す
。

園
舎
解
体
を
見
守
り
な

が
ら
、
こ
の
後
は
い
よ

い
よ
学
校
法
人
筑
紫
海

学
園
の
解
散
の
手
続
き

に
は
い
り
ま
す
。
８
月

中
に
県
に
書
類
提
出
し
、

認
可
は
��
月
末
の
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
多
大
な
欠

損
が
出
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
積
立
金
で

補
填
さ
れ
ま
す
。

学校法人 だより����� �
�
�
�
�
�
�
�
�
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＊退職金を含む

手芸などの趣味の作品や寄贈図書の展示を行
います｡ 美味しいお茶も用意して､ 楽しみなが
ら憩いのひと時を｡ 懐かしい同窓生や在校生と
の語らいの場がつくれたら好いな…｡ みなさま
のお出でをお待ちしています｡
☆出展作品や運営にご協力いただける方を
募集中です｡

日 時 11月４日(日) 11時～15時
会 場 Ｄ棟２階
申し込み ��月�
日(月)まで

���・ハガキ・メールで事務局へ

収入の部 支出の部
項 目 決 算 項 目 決 算

保 育 料 
�
�
����人 件 費 
���
���
�＊

補 助 活 動 収 入 ����
����一 般 管 理 費 �
���
����

補助金 (県・市) �������
��寄 付 金 ����������

受 取 利 息 ���
�����減 価 償 却 費 ��������


退職社団資金収入 ��
������記念像設置費用 ����
�����

雑 収 入 ���
�����備品購入費用 ������

土 地 売 却 代 金 �
��������次年度繰越金 －
������

�

計 
��������� 計 
��������


���� ����� 	
��
�����

��������	
�
��
������������

��������	
��

(単位：円)



� 第��号����� �� ����年(平成��年)��月�日

毎
月
第
２
日
曜
日
、
Ｊ
Ｒ
春

日
駅
前
に
あ
る
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
で
、
丸
田
先
生
の
読
書
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
会
は
、
��
年
間
女
子
大

で
福
間
先
生
の
読
書
会
と
し
て

続
け
ら
れ
て
い
た
の
を
引
き
継

ぐ
形
で
、
２
０
０
４
年
に
始
め

ら
れ
た
。

福
間
先
生
の
会
で
は
英
文
��

回
の
香
月
妙
子
さ
ん
の
お
世
話

で
、
や
は
り
月
一
回
、
会
員
の

希
望
あ
る
い
は
福
間
先
生
の
ご

推
薦
で
、
主
と
し
て
短
編
を
取

り
上
げ
て
学
ん
で
こ
ら
れ
た
と

の
こ
と
。

丸
田
先
生
の
会
で
は｢

マ
ク

ベ
ス
の
宝
箱｣

か
ら｢

ハ
ム
レ
ッ

ト
の
散
歩
道｣

を
経
て
、
現
在

は

｢�
�
�
��
	

�
�


｣

を

テ
キ
ス
ト
と
し
て
学
習
中
で
あ

る
。
取
材
を
兼
ね
て
参
加
し
た

時
、
丸
田
先
生
の
美
し
い
英
語

が
研
修
室
に
響
き
渡
る
の
を
耳

に
し
て
、
数
十
年
前
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
感
が
あ
っ
た
。

◇

◇

当
日
の
出
席
者
は
��
名
、
卒

業
生
の
ご
主
人
や
卒
業
生
以
外

の
方
も
参
加
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
開
催
場
所
が
公
共
の
施
設

と
い
う
利
点
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

何
よ
り
感
心
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
お
世
話
係
の
城
戸
恵
子
さ

ん(

大
��
英)

に
よ
る
綿
密
な

準
備
で
あ
っ
た
。
作
品
中
の
言

葉
を
理
解
し
易
い
よ
う
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
そ
の
言
葉

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
写
真
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
来
て
配

布
し
た
り
、
様
々
な
質
問
を
用

意
し
て
、
密
度
の
濃
い
会
に
す

る
た
め
の
努
力
が
窺
え
た
。

◇

◇

丸
田
先
生
い
わ
く
、『

古
来

か
ら
人
は
、
安
定
王
朝
を
善
と

し
争
い
を
悪
と
す
る
歴
史
神
話

を
作
り
、
災
厄
を
神
智
に
よ
る

階
層
制
へ
の
不
信
や
羨
望
と
い

う
狂
気
に
帰
し
て
来
た
。
巻
き

込
ま
れ
る
者
の
悲
し
み
は
、
無

力
な
悶
え
の
彩
り
を
な
し
た
。

し
か
し
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

の
世
界
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。

彼
は
、
神
話
を
信
じ
る
人
々
そ

れ
ぞ
れ
の
見
込
み
違
い
を
、
立

場
を
異
に
す
る
生
活
者
が
同
じ

法
規
を
奉
じ
て
作
る
見
え
な
い

相
互
誤
解
状
態
と
し
て
描
き
分

け
る
。
だ
か
ら
、
同
じ
過
去
を

共
有
す
る
僕
等
自
身
の
眼
の
秘

か
な
感
覚
異
常
と
覚
醒
効
果
が

真
の
主
題
な
の
だ
。』

と
の
こ

と
だ
。

◇

◇

��
代
か
ら
��
代
ま
で
の
会
員

の
皆
さ
ん
の
お
元
気
の
秘
訣
は
、

｢

死
ぬ
ま
で
学
ぶ
意
欲
を
失
わ

な
い
こ
と｣

だ
と
実
感
し
て
帰

途
に
つ
い
た
。(

取
材

Ｙ
・
Ｓ)

�
�
�
�
�

�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

母
校
で
は
、
平
成
��
年
４
月

か
ら
、
国
際
文
理
学
部
が
開
設

さ
れ
て
い
る
。
会
報
担
当
者
は

｢

日
本
語
は
お
ろ
か
、
能
や
弓

道
も
究
め
る
ド
イ
ツ
人
の
先
生

が
い
ら
っ
し
ゃ
る｣

と
い
う
情

報
を
得
て
、
７
月
��
日
訪
問
の

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
た
。

◇

◇

ス
ウ
ェ
ン
・
ホ
ル
ス
ト
先
生

(

��
歳)

、
す
ら
り
と
���
セ
ン
チ

の
長
身
。
節
電
の
暑
い
研
究
室

に｢

麦
茶
で
よ
ろ
し
い
で
す
か｣

の
お
も
て
な
し
の
第
一
声
。
流

暢
な
日
本
語
、
物
腰
や
わ
ら
か

な
先
生
に
、
す
っ
か
り
私
た
ち

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
様
々
な
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

◇

◇

正
し
い
敬
語
を
あ
や
つ
ら
れ

る
。
そ
の
は
ず
で
あ
る
。
先
生

は
ド
イ
ツ
の
大
学
で
日
本
学
を

専
攻
後
、
京
都
大
学
に
留
学
。

そ
こ
で
の
研
究
は
幕
末
・
明
治

の
日
本
史
を
経
て
、
近
世(

江

戸)

の
歌
舞
伎
。
文
献
だ
け
で

な
く
何
で
も
実
践
が
信
条
の
先

生
は
、
琴
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、

歌
舞
伎
に
興
味
を
持
ち
、
能
を

舞
う
。
弓
道
は
３
段
。
よ
ほ
ど

今
ど
き
の
日
本
人
よ
り
日

本
の
伝
統
芸
能
に
詳
し
い
。

｢

む
ず
か
し
さ
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
重
要
か
な
と

い
う
こ
と
で｣

そ
れ
を
実

践
さ
れ
る
こ
と
に
、
頭
が

下
が
る
。

日
本
が
気
に
入
り
、
ド

イ
ツ
と
日
本
文
化
を
つ
な

ぐ
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、

日
本
在
住
��
年
。
福
岡
に

来
て
８
年
。
福
岡
の
魅
力

を
お
尋
ね
す
る
と
、｢

海

で
す
ね
。
海
の
中
道
の
海

岸
線
、
そ
こ
へ
自
転
車
に

乗
っ
て
��
分
で
着
く
こ
と
に
感

動
し
た｣

と
、
海
の
な
い
ボ
ン

出
身
の
先
生
は
答
え
ら
れ
た
。

◇

◇

話
が
進
む
う
ち
に
、
ド
イ
ツ

人
と
日
本
人
の
思
考
の
違
い
に

つ
い
て
興
味
深
い
話
が
次
々
と

出
て
く
る
。
ル
ー
ル
を
白
黒
は
っ

き
り
し
て
守
る
の
が
ド
イ
ツ
流
。

そ
れ
に
対
し
て
日
本
は｢

ア
バ

ウ
ト｣

で
あ
い
ま
い
な
ま
ま
続

け
て
い
く
よ
う
に
思
え
る
ら
し

い
。
子
ど
も
に
対
し
て
も
、
ド

イ
ツ
で
は
社
会
ル
ー
ル
を
は
っ

き
り
守
ら
せ
、
子
ど
も
だ
か
ら

許
す
と
い
う
甘
さ
は
な

い
と
の
こ
と
。
余
談
だ

が
、
先
生
は
４
階
研
究

室
の
窓
外
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
近
く
の
学
校
の

体
育
祭
行
進
練
習
に
と

て
も
違
和
感
が
あ
る
ら

し
い
。
私
た
ち
は
少
々

笑
い
な
が
ら
納
得
す
る
。

◇

◇

異
文
化
の
中
で
生
活

す
る
大
変
さ
が
あ
る
の

で
は
と
質
問
す
る
と
、

｢

違
う
文
化
を
体
験
す

る
と
い
う
観
点
で
何
事

も
観
察
す
る
と
、
と
て
も
興
味

が
湧
く｣

そ
う
で
あ
る
。
ち
ょ
っ

と
嫌
な
こ
と
で
も
、｢

好
奇
心｣

で
プ
ラ
ス
思
考
に
変
わ
る
と
の

こ
と
。
そ
ん
な
先
生
の
、
学
生

た
ち
へ
の
要
望
は
、
ま
ず
国
内

外
を
古
い
・
新
し
い
を
問
わ
ず
、

広
く
好
奇
心
を
も
っ
て
疑
問
を

自
主
的
に
追
及
す
る
、｢

な
ん

と
な
く｣

｢

と
り
あ
え
ず｣

の

あ
い
ま
い
さ
で
進
む
の
は
残
念

と
の
こ
と
。◇

◇

最
後
に
同
窓
生
の
私
た

ち
に
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が

出
来
る
か
と
尋
ね
る
と
、

｢

か
す
み
祭
や
学
生
た
ち

運
営
の
催
し
に
参
加
し
盛

り
上
げ
て
下
さ
る
と
う
れ

し
い
。
多
く
の
人
が
見
学

し
、
応
援
し
て
い
た
だ
く

と
学
生
た
ち
も
や
り
が
い

を
感
じ
る
で
し
ょ
う｣

と

の
お
願
い
で
あ
っ
た
。

(

取
材

迫
田
・
中
野)
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福
岡
女
子
大
学
の
所
在
地
は

香
住
ヶ
丘
１
の
１
の
１
。
大
学

は
平
成
��
年
ま
で
に
新
キ
ャ
ン

パ
ス
を
整
備
す
る
計
画
で
、
す

で
に
建
設
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

各
々
の
卒
業
生
の
思
い
出
に

残
る｢

女
専
・
女
子
大｣

も
様
々

�
�
�
�

(

国
際
教
養
学
科

准
教
授)

������	�� ��������	

同窓会の新しい取り組みとして､ 国際交流事業を行います｡ 内容は､
お正月に女子大在学の留学生を受け入れていただけるホストファミリー
を募集するものです(お正月体験)｡ 詳細は､ 下記のとおりです｡

�
１ 内 容

ホームステイの対象となる留学生は､ 学部・大学院留学生及び
���留学生です｡

２ 募集期間：平成24年11月15日(木)まで
３ 申込方法：次の事項を明記の上､はがき､���､またはメールで
事務局まで申し込みください｡
○氏名(卒業回) ○住所 ○電話番号(���含む) ○家族構成
○ペットの有無及び種類 ○メールアドレス

４ 注 意 点
① 家族の一員として受け入れていただくこと
② 受け入れに際して特別なことをする必要はありません｡
いつも通りのお正月をお過ごしください｡

③ ボランティアとしての受け入れ (無償)
④ 大学が､ 留学生の人数､ アレルギーの有無等を考慮し調整を行
います｡ お申込みいただいた方全員に必ず受入をお願いするとい
うことではありませんのでご了承ください｡
⑤ 問い合せ：事務局 ��	(���)���－�������(���)���－����

�
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�
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で
す
。
昭
和
��
年
福
岡
空
襲
で

天
神
の
女
専
校
舎
が
焼
け
、
昭

和
��
年(

１
９
５
１
年)

現
在

の
地
に
移
転
後
す
で
に
��
年
。

★

★

今
回
か
ら
変
貌
を
遂
げ
た
香

椎
近
辺
を
取
材
し
な
が
ら｢

香

椎
今
昔｣

と
題
し
て
掲
載
し
ま

す
。
第
１
回
は『

国
鉄(

現
�#)

香
椎
駅』

か
の
有
名
な
松
本
清
張
の
名

作『

点
と
線』

(

昭
和
��
年)

に
は
、
国
鉄
香
椎
駅
は｢

う
ら

寂
し
い
、
変
化
の
な
い
駅
前
の

風
景
で
あ
る｣

と
描
写
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
香

椎
は
福
岡
の
東
の
副
都

心
と
し
て
発
展
し
香
椎

駅
も
変
貌
し
ま
し
た
。

現
駅
舎
は
平
成
８
年

(

１
９
９
６
年)

に
完

成
し
ま
し
た
。

香
椎
駅
か
ら
女
子
大

ま
で
急
ぎ
足
で
��
分
。

帰
省
の
折
や
北
九
州
方

面
か
ら
の
通
学
に
利
用

し
た
女
子
大
生
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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